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論文内容要旨

 放散虫は数十～数百ミクロンの大きさの,海棲の浮遊性微小動物である。大部分の放散虫は

 珪酸の骨格をもつため,海成堆積物中に良く保存される。また,温暖水域・寒冷水域を問わず

 ほとんどあらゆる海域に生息することから,地質時代の年代学や古海洋学に対して多くの貢献

 をなしている。

 北太平洋の中緯度域における新第三紀放散虫年代学は,深海掘削計画により1970年代に入っ

 て本格化し,DSDPLegs18,32などの試料をもとに化石帯が設立され,その後,DSDPLegs

 56,57,86などにおいてその適用性が検討されてきた。しかしながら,より高緯度の海域では,

 DSDPによる航海が最近までLeg19に限られていたことも原因して,どのような放散虫動物

 群が存在したのかさえも十分に明らかにされていない。本邦陸域においては,1950年代半ばか

 ら1970年代前半にかけて,いわゆる油田地域の新第三系について放散虫生層序が精力的に検討

 されたものの,1970年代半ば以降は,放散虫化石帯区分を課題とした研究はごく限られたもの

 しかなく,特に後期中新世以新の地層についてはほとんどない。そこで,北西太平洋の中・高

 緯度を代表する3地点,Slte192(カムチャッカ沖),Hole438A(三陸沖)およびSite302と

 津軽地域(日本海)より得られた試料について,北日本以北の地域に適用し得る放散虫化石帯

 を設立することを課題として,放散虫化石の検討を試みた。

 岩石試料は,過酸化水素水,塩酸などの薬品による分解と,63ミクロンのメッシュを用いた

 水洗により,不要な有機質物,石灰質分,粘土分などが除去される。その後,残留する粒子を

 スライドガラスに封入して,100～400倍程度の光学顕微鏡下で放散虫の観察と個体数の計測を

 おこなう。

 限られた時間内に,より多くの放散虫個体を観察するためには,放散虫とともにスライドガ

 ラス中に封入される余分な粒子(石英などの鉱物粒,大型珪藻など)が少ない程良い。しかし

 ながら,対象となる海域の上部中新統・鮮新統は珪藻土あるいは珪藻質泥岩からなることが多

 いため,しばしば大量の大型珪藻殻により放散虫個体が希釈されてしまい,そのためにこれま

 でにも放散虫の研究が阻害されることが少なくなかった。実際には,このような岩石において

 も1gの乾燥試料中に数百ないし数千個体の放散虫が含まれているので,手軽に珪藻を除去す

 ることができれば,放散虫の観察個体数が飛躍的に増大するはずである。放散虫殻と大型珪藻

 殻はともに珪酸でできていて,大きさにも大差がない,しかしながら,形状の微妙な差から,

 珪藻が選択的にペトリ皿などのガラスの表面に付着することを利用して,放散虫と大部分の大

 型珪藻を分離することに成功した。これによワ,1試料当り数百個体～数千個体の放散虫をカ

 ウントすることが可能になった。

 上述した地点より得られた316試料について,240種類におよぶタクサの層位分布を検討し,

 タタサの出現,消滅,進化的出現,急増,急減,連続的産出の始まりや終りにより定義される

 41の放散虫イベントを認識した。各々のイベントごとに,タクサの産出の層位的な連続性や層

 一314・



ド
ト

 位的な産出量の変化,site問での産出量の差異,あるいはイベント相互の順序関係を検討し,イ

 ベントの信頼性や重要性を評価した。

 その結果,形態学的な識別が容易で,産出量が比較的多いタクサに関係するイベントのうち,

 カムチャッカ沖,三陸沖,日本海の3地点のいずれにおいても認められ,かつ同時的であるよ

 うなイベントを選択し,それらを用いて化石帯を定義した。これにより,対象とする上部中新

 統ないし更新統は,10の放散虫化石帯に区分される。これらの化石帯のうち6つが新設,2つ

 が再定義されたものである。

 三陸沖のDSDPSite438については,古地磁気測定結果と珪藻化石の産出データが既存す

 る。その古地磁気反転記録は,標準時間尺度に直接対応付けられる。また,珪藻化石のデータ

 は,北西太平洋の別の深海掘削試料において直接古地磁気反転記録に対応付けられた珪藻化石

 データとの比較により,間接的に標準時間尺度に対応付けられる。こうして,縦軸に層厚,横

 軸に標準時間尺度をとったグラフ上で,堆積速度曲線が求められる。この曲線に対し放散虫イ

 ベントの層準をプロットすると,それぞれの放散虫イベントが標準時間尺度に対応付けられ,

 その絶対年代値が算出される(ただしHole438AのCore42の中にはハイエタスがあるため,

 その部分では計算できない)。

 このような手続きを通じて求められた絶対年代値を含めて,放散虫化石帯について下位から

 上位に向う順序で以下に略述する。

 ①五〕'ご伽0687ZOnZπノ72αg耀60フ71～面帯(再定義),基底:五.7麗g照007御惚の出現,上限:L.

 '72`1gη`!σo?・〃～f!`1の連続的産出の終り,年代:下限は未定～8.5Ma。

 ②O,ご``1`10p1～o耀α々ノ!θθn曲帯(新設),基底:L、フn偲nooo7'η2惚の連続的産出の終り,上限=

 五.ρα紹飽勘csの出現,年代:下限8.5Ma～上限未定。

 ③身6加060ア10"z`ゆ`1フη〃2伽85帯(新設),基底:五,/溜η1観伽sの出現,上限:L勲ε」酪δ砂

 δ`z々イsの急増,年代:未定。

 ④L舳θ磁S協力`謝S帯(新設),基底:乙.わ``フ・ゐα儒の急増,上限:L蝿肋06催01襯如π1観加S

 の消滅,年代:下限未定～5.2Ma。

 ⑤Th800sρ加8耀ノ砂012foα帯(再定義),基底:L.ヵ伽8〃4ψεsの消滅,上限:5ヵong'イ鷲硲

 勿"o濯8'101イsの出現,年代:5.2～4.9Ma。

 ⑥5加ア1g'∫フマ'5身～,ど。η2`1'∫01's帯(新設),基底:S."oフノ1`!!fαでsの出現,上限:Oiめ。ヵh加1`sフη伽s・

 '～`sの出現,年代:4.9碍3.9Ma。

 ⑦0奴voρ1z伽'斜。伽s儒帯(新設),基底10,フηδ1`s儒の出現,上限:0.70傭婦の消滅,

 年代:3.9～3.2Ma。

 ⑧α」C!α40ρ1姻ηs罐oii帯(新設),基底:0.フηδ'`s'3'sの消滅,上限:E2`の,盟ゴf1でn"襯!1`yα7n6∫

 の出現,年代:3.2～1.88Ma。

 ⑨E1'o,液面イ剛コ雌11翼"z認帯,基底:瓦塀凄ぴα7n〃fの出現,上限:Eフ刀0妬・0フn認の消滅,

 年代:1.88～0.97Ma。
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 ⑩・4即知'泌〃z側壁1加槻帯,基底:E'フz盈解'フ雇の消滅,上限:1L伽g8伽1儒の消滅,

 年代:0.97Ma～上限未定。

 これらの化石帯のうち,々～・6ノ'フ700伽。フηo加フη1観ψ8s帯は,Hole438Aにおいてハイエタスに

 より欠如するため認められない.S1te302では、4即ρフ7儲∫'%oフ?gθ伽z'7nの産出に極めて乏しい

 ため,・4.催g2伽'伽帯は同定できなかった。その他の8化石帯は3地点のいずれにおいても認

 められる。

 良好な掘削試料と今回示準種とした種の産出を報じる既存の研究例とに乏しいため,今回新

 たに設立した化石帯の各々が,どの程度の地理的広がりを有するかは,身6肋ooθηo究灘

 ア照g麗60フコ21惚帯と助。ηg～イ,7fs勿・10,アzα'ノα'3帯を除いて不明である。かつてDSDPSite183の

 上部中新統から五},o伽oo研。♪コ2`1sp.として産出が報じられた種は,L."2θgn8007裾'oに同定さ

 れる。したがって,乙.フ照gアκκoフフ呂～面帯はアリューシャン列島の東部地域にまで及ぶ広がりを

 もつものと予想される。S/)oファg1〃裕加/oフ冗σ舵照は南北の測線上で,南部ほど出現時期が遅くな

 ることが,DSDPLeg86のデータにより示されている。したがって,S.勿vイ。フフzθ!ゴ。～6s帯は南方

 海域には適用できないと考えられる。

 これまでに報告された中緯度海域の放散虫生層序の研究結果と比較した場合,次の点が注目

 される。すなわち,かつてHole438A-32-4に位置付けられ,Leg86において4・40Maの年代

 値が与えられた5ヵ勉ε"勿・18Z研gfガの出現が,Site192とHole438Aにおいて上部中新統中

 (192-23-!,438A-43-1)にある。また,Site192,Site302,Hole438Aのいずれにおいても,

 S!ガ01～060フ欝加72gフゼ7昭が,かなり早い時期に消滅するか,あるいは産出量が極端に少なくなる。

 さらに,Slte192,Site302と津軽地域からは,ほとんどart1scinsが産出しない。助hαθフリ均v'8

 !僻gliの出現とS!ガごhoご。フニ、sp鯉g痂1θの消滅は,いずれも中緯度化石帯の境界として利用され
 てきたものである。したがって,これらの事実は,問題にしている地域が,中緯度化石帯の適

 胴限界の外側にあることを示唆している。

 互'1～召1ガ1!5伽加ど～'3、αご1`1`/oヵ/～o耀灘た`1既0泌・oρ1～プノnκsフηδ謝1's,五y61'フ¢06朋。フnθヵαフ留θ⑳8s

 の4種を新種として記載した。
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 論文審査の結果の要旨

 放散虫は,数m～数mOミクロンの大きさの珪酸質の殻をもつ動物プランクトンで,その殻は

 海洋堆積物中に豊富に含まれ,年代および古海洋環境の指示者として重要な役割を演じて来た。

 しかしながら,このグループの年代層序学的な研究は,これまで主として熱帯一亜熱帯地域に

 ついて活発に行われ,反面,本州北部から以北の中一一高緯度の太平洋北西部についてはほとん

 ど研究が行われなかった。このような研究が進展しなかった大きな理由の一つは,この地域の

 海底堆積物の主要な構成遺骸群集が,同じ珪酸の殻をもつ珪藻で,圧倒的に多数の珪藻殻の中

 から放散虫殻を分離することが非常に困難な点にあった。

 本山功提出の論文は,珪藻殻と放散虫の殻の微妙な形態の差によりペトワ皿などのガラス

 の表面に珪藻が選択的に付着する性質を発見して,放散虫と大部分の大型珪藻の殻の分離に成

 功し,初めて太平洋の中・高緯度地域の放散虫生層序を完成させたものである。

 まず,この海域を代表する4地点として,国際深海掘削計画が海底ボーリングを行ったSite

 192(カムチャッカ沖),SiLe・i38A(三陸沖)およびSite302(日本海の日本海盆)の3地点と,

 青森県津軽地域に分布する海成層を対象にした。これらの地点から得られた,中新世後期(1

 千万年前以後)から第四紀初期にかけての層準を代表する316試料について,204種の放散虫種

 の層位的な分布を検討し,各タクサの出現,消滅,進化的出現,アクメの始まりと終末層準,

 などで定義される4!の放散虫のBlo-evelltを識別した。この中でカムチャッカ沖,三陸沖,日

 本海の3地点に共通して出現し・かつ同時的に起こっているevelltをもとに,10化石帯を定義

 した。また,乙ズ!/zσ～加5δイ〃加!～1嬉¢W/召6/oρ/'o昭s`!Z～o既∠)此心」0ヵhガフn～ごsフリ61,s々`s,々vo1∫no6α720"耀

 加π認θ伽幽の4新種を記載した。

 以上は,放散虫化石による新生界層位学における一進歩であるのみならず,日本列島の新生

 代地史解明への重要な貢献であ1),筆者が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力

 と学識を有することを示している。よって,本山功提出の論文は博士(理学)の学位論文と

 して'合格と認める。
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